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大会・公式戦結果 

 TOP  

【県社会人サッカー2 部リーグ】 

vs 横浜 GS FC コブラ 2-2△ 

 

 小 6  

【全日本 U-12 選手権 神奈川県大会】 

vs 大豆戸 FC  0-1● 

 

 小 4  

【横浜国際チビっ子大会 U-10 決勝 T】 

vs 田奈 SC-B  1-0○ 

vs 六浦毎日 SS-B  2-0○ 

vs 横浜 SCつばさ  0-3● 

vs 横浜すみれ SC-S 3-4● 

※総合 4位 

 

 小 3  

【区リーグ】 

vs FCビッツ  3-0○ 

vs 横浜かもめ SC  1-2● 

 

 Papas  

☆Comp 

【県 40 雀 1 部リーグ】 

vs 座間 40  0-1● 

【県議長杯 40 雀】 

vs 鎌倉 40  0-2● 

☆Rec 

【県議長杯 50 雀】 

vs 平塚シニア 50  1-4● 

 

今、グラウンドでは･･･ 

TOP 

【県リーグ全日程終了】 

県リーグ最終戦を行い、すでに 1

部昇格を決めている GSFC コブラと

2-2 で引き分けました。前半はかなが

わクラブの前からのプレスや、全員守

備、全員攻撃など今までにない試合

の入り方でしたが両チーム無得点、

後半に入り先取点を取られたものの、

不動のエース小野寺選手の得点と、

PKを得て元 GSFCコブラの玉生選手

の得点で逆転、しかし残り 2分で同点

にされて試合終了。 

この結果、今シーズンは 6勝 5敗 2

分けで15チーム中6位の成績で全日

程を終えました。振り返ると、序盤の

下位チームとの戦いでの取りこぼしが、

痛かったシーズンでした。しかし、チ

ームとしては、今までにない一体感が

出てきており、県リーグ後半にその結

果が出てきたように感じた 1 年でし

た。 

TOPチームはすでに来季に向けて

動き出しており、新体制についても

近々発表できる見込みです。 

今シーズンも応援ありがとうござい

ました、引き続き来シーズンも応援よ

ろしくお願いいたします。 

(中本 洋一） 

 

YOUTH／JUNIOR YOUTH 

YOUTH、JYは 11月に公式戦はあ

りませんでした。YOUTH は県クラブ

ユースが 12月中に 2試合、JYは来シ

ーズンに向けて日々のトレーニングを

頑張っています。 

YOUTH の選手たちは一生懸命練

習に取り組んでいますが JY の子たち

と一緒に練習をしているので、一人ひ

とりがリーダシップをとってほしいなと

感じています。人任せにしている選手
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がほとんどですし、自分から積極的に

やってやろうと思う選手が少ない気が

します。その気持ちが現状プレーに

現れていて、練習から体を張る選手、

走りきる選手がいないです。遠慮せず

にもっと自分を出していきましょう。 

JY の選手たちは YOUTH と練習を

しています。スピードやフィジカルで

は負けていますが頭で考えて予測し

てプレーできている選手もいます。ボ

ールを受ける位置を工夫し、相手に

触れられないようにプレーしてみてく

ださい。 

最近は小6とも練習を行っています。

小 6が中学生と一緒にプレーすること

はかなり難しいです。小 6 の子たちは

一生懸命プレーをしています。JY 選

手にとってもメリットはあると感じており

ます。JYの選手たちがいろいろと教え

てあげて、お互いに気持ちよくプレー

していきましょう。 

（今川 暉一朗） 

 

小 6 

全日本 U-12 サッカー選手権神奈

川県大会では 3回戦目に TOP リーグ

に所属する大豆戸 FC と戦いました。

結果は 0-1 で負けてしまいましたが、

セットプレーでの失点、チャンスも多く

作れたこと、なにより選手たちが全力

を出して最後まで戦い抜いたことは素

晴らしいことだと思います。次に繋が

る負けだったと思います。 

保護者の皆様、箱根まで送迎のご

協力をしていただきありがとうございま

す。年明けには日産カップが控えて

います。今回も会場が遠いので送迎

のご協力をお願いすると思います。引

き続きよろしくお願いいたします。 

最近は浦島丘中でトレーニングす

る機会が増えてきています。JY の選

手たちともトレーニングをしています。

JY の選手たちのプレーを間近で見て

吸収して今後のサッカーに活かしてく

ださい。JY の選手相手だといつも通り

のプレーはできません。その中で、ど

うプレーしていくか、考えながらプレー

してください。 

年明けは日産カップが始まります。

年明けの活動再開は早めとなります

が、みんなで頑張っていきましょう。こ

の大会も負けたら終わりのトーナメント

形式です。悔いの残らないようプレー

していきましょう。 

（今川 暉一朗） 

 

小 5 

11 月は保土谷公園の「みんなのパ

ークフェス」に大口台小学校の「ぐち

っこ祭り」と、2 つのイベントの運営を

行いました。 

参加した小 5 選手は、みんな来場

者である幼児や小学生や大人の方と

コミュニケーションをとり盛り上げて、

やるべきことを判断して、自発的に良

く行動することができていました。 

普段は自分勝手な発言や行動が

見受けられる選手も、本当に良く考え

て行動することができており、非常に

誇らしく感じました。2 つの運営に携

わったことは、コーチ、選手にとっても

非常に良い経験となりました。 

みんなで協力してイベント運営を完

遂できたことは、チームの結束を固め

ることにも繋がりましたし、もちろん今

後のサッカーのプレーにも繋がってく

ると確信しています。 

怪我人や体調不良が続いてしまい、

なかなか全員揃っての活動ができて

おりませんが、参加した選手は伸び

伸びと元気にプレーできており、少人

数でボールに触る回数も多く確実に

基本技術を向上することができており

ます。 

年明けから始まる市長杯に向けて、

引き続きトレーニングしていきます。 

(豊田 泰弘) 

 

小 4 

日頃よりクラブの活動にご理解ご協

力いただきありがとうございます。 

先日国際ちびっ子サッカー大会の

決勝トーナメントが終了しました。結果

は 4 位と悔しい結果に終わりましたが

内容としてはチャンスもありつつ流れ

を手繰り寄せきれず、課題がはっきり

した 2 試合だったと感じています。1

番印象に残っているのはセットプレー

からの失点だと思います。これに関し

ては普段の自分たちのキックの技術

にも関係してくると思っています。普

段強いボールが飛んでくる経験があ

るかどうか、試合でそういった経験を

どれだけしているかで強いボールへ

の恐怖心や対応が変わってくると思

います。我々としてもそういった環境

を用意していくことでの改善に取り組

んでいく予定です。 

また攻撃に関しては、相手を見て、

丁寧に自分たちの技術を発揮するこ

と、狙いを持ってゴールを奪いにいく

ことはボールを扱うオンの技術の向上

も含めて取り組んでいければと思って
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います。 

年が明けるとまたトーナメント形式

の大会が始まります。試合までの時間

は限られていますがより良い成績を残

せるよう取り組んでいきます。 

（青木 達也） 

 

小 3 

区リーグと TRMにつきましては、参

加した選手全員を出場させ、選手た

ちには一人一人が 1 プレーでも良い

プレーができるように、ミスを恐れずに

思い切ってプレーするように伝えてピ

ッチに送り出しました。結果的には厳

しく悔しい結果となってしまいましたが、

内容的には選手たちの気持ちが伝わ

る熱い試合となりました。試合終了後

には、悔しくて涙を流している選手や、

悔しい表情をしている選手が多くいま

した。 

また、自信を持ってプレーしてくれ

ている場面も多くみることができてまし

た。ふざけすぎてしまったり、集中力

が続かない選手もいたりと、まだまだ

改善点は沢山ありますが、伸びしろも

大きいと感じております。日々の活動

を通して少しづつ修正していけたらと

思っています。 

(栗城 聖也) 

 

小 2 

【試合の意味】 

公式戦はやや意味合いが異なる部

分があると思いますが、普段の交流

試合では、試合をする意味を、普段

の活動時に練習してきたことがどれく

らいできるのかを試す機会と捉えてい

ます。学習に例えるならば、予習や復

習といった勉強が「練習」にあたり、試

験（テスト）が「試合」と言えるでしょう

か。サッカーの練習も学習もできない

ことをできるようにする（解らないことを

解るようにする）という点では全く同様

と言えます。 

2 年生では、港北小学校で練習し

てきたことの習熟度や定着度を測るた

めに、1 か月に最低 1 度の試合を組

むように心がけています。浦島小学校

が使える都合もあり、土曜日に試合を

実施することが多くなりますが、上記

の普段の活動の習熟度や定着度を

測るためという趣旨をご理解いただき、

積極的にご参加いただければと思い

ます。 

当然、試合の勝敗は大事ですが、

保護者の方々には、単に勝ち負けの

みに拘ることなく、普段の活動で行っ

てきたことがどれほどできたのかという

視点で観戦してください。そして、子

どもたちがミスした際には励まし、良

いプレーは思い切り褒めるというスタ

ンスを忘れずに応援していただけれ

ばと思います。 

【試合の中でも成長が…】 

最近の試合の中では、指導者（コ

ーチ）が口を出すまでもなく、子ども

立ち同士で問題を解決しようとする場

面が見られるようになってきました。頼

もしい限りです。当初は、ミスした子に

文句を言い、それに対して言い返す

ことで、諍いが起きることもありました。

しかし、最近では、「けんかをするな

よ！」とか「文句を言うなよ！」と諌める

声が聞こえるようになりました。また、

失点が続くと、お互いに声を掛け合い

ながら、失点しないためにはどうすれ

ば良いかを考える姿勢も見られます。

試合をしながら成長している証です。 

問題があった場合に、大人（指導

者）が頭ごなしに注意をしたり、アドバ

イスを与えたりすることは簡単ですが、

それでは子どもたちの心に何ら響きま

せん。その場しのぎで終わってしまい

ます。百歩譲って子どもたちの目線に

立ち、一緒に問題解決の方法を考え

ようという姿勢を見せることで多少の

効果は期待できます。しかし、それで

もまだ十分とは言えません。最も効果

的なのは、子どもたち自身が問題点

に気がつき、自分たちで問題解決の

方法を模索することなのです。そうい

う意味でも、子どもたちは心身共に成

長していると言えます。 

【試合で自己表現を…】 

試合中には、問題解決のための声

掛けばかりでなく、パスを要求する声

やマークを促す声なども聴かれるよう

になりました。少しずつサッカーが分

かり始めています。パスを要求するこ

とは、ボールを受けた後の自己のプレ

ーに責任を持つことであり、仲間にマ

ークを促すことはゲーム全体の流れ

を俯瞰できるようになったことでもあり

ます。サッカーの試合に限らず社会

生活を営むうえでも、自分はどう考え

ているのかを相手に伝えること（自己

表現）は大事ですし、仲間がどのよう

に考えているのかを言葉や表情から

読み取ろうとする（理解しようとする）こ

とも同じくらい大事です。ですから子

どもたちには、今後も積極的に声を出

しながらプレーをしていってほしいも

のです。そうすることで、仲間を信頼
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することや自己のプレーに責任を持

つことも徐々に覚えていくはずです。

大人のサッカー（！？）への第一歩で

す。 

【サッカーは格闘技！？】 

メールで送っている試合の詳細の

持ち物欄に「戦う気持ち」と記載して

いた時期がありました。かながわクラ

ブの子どもたちは、概ね上品で優し

い性格のようですから、試合の中で、

相手の反則すれすれの、或いはほぼ

反則の体のぶつけ合いを避けたり、

球際の激しさに欠けたりするように感

じていた時期に記載していた言葉で

す。 

しかし、最近の試合では、そうした

こともなくなり始めていますので、記載

することをやめました。勿論、まだまだ

全員とは言えませんが、怖気ずに球

際で激しく戦う姿勢が見られるように

なってきている子どもたちもいます。

決して乱暴なプレーを奨励して、粗暴

な選手に育てようとしているわけでは

ありません。サッカーというスポーツの

ルールの中で、チームが勝つために

自分が何をしなければならないのか

を考えて、時に激しく相手と競り合うこ

との必要性を理解できるようになると

いうことです。頭（脳みそ）でサッカー

をするようになってほしいと思います。 

【個人の技術の向上】 

ここ数回この紙面で同じことを書い

ています。それは個人の技術の向上

がチーム力のアップにつながるという

ことです。試合に勝つためには、チ

ームとして戦いますので、選手一人

一人が 1対 1の局面で勝つ必要があ

ります。つまり、勝つためには、多少

時間がかかりますが選手個々の技術

が向上すれば良いということになりま

す。足の速い子をハーフラインに待

たせ、力の強い子にボールを大きく

蹴り出させて、ゴールを狙うといった

方法で勝利を得ようとすることは簡単

です。しかし、かながわクラブでは、

時間はかかっても、敢えて一人一人

の技術の向上を目指し、個人の技術

に裏付けされたサッカーを追求して

います。低学年の年代では、子ども

たち全員を技術で勝負できる選手に

育てたいのです。今の時期に技術が

身についていれば、この先ずっとサ

ッカーを楽しむことができます。プロ

の選手になる可能性も生まれますし、

一生サッカーを楽しむこともできるの

です。 

(佐藤 敏明) 

 

幼児・小 1 

  徐々に寒くなってきておりますが、

選手たちは元気に活動に参加してく

れています。練習や試合において、

積極的にプレーに関与できる選手が

増えてきています。体も動くようになり、

ボールにも慣れてきて、元気で積極

的なプレーが多くみられるようになっ

てきています。周囲の状況を判断した

り、今やるべきことを判断したり、周り

の選手に配慮することができるような

場面も徐々に増えてきており、今後の

さらなる成長が非常に楽しみです。 

 12 月も引き続き練習に対外試合に

と活動していきたいと考えております。

試合においては結果に一喜一憂し過

ぎずに、出来るようになったことに目を

向けていただき、暖かい声援を引き

続きよろしくお願いいたします。 

（豊田 泰弘） 

 

Papas 

【2024 年度 Comp】 

2024年のCompは 3年連続 1部で

の挑戦でした。 

前半 7 試合終了時は、6 勝 1 敗勝

点 18 で 2 位につけていましたが、厚

木・多摩・鎌倉に僅差での敗戦となり、

また、最終戦の座間 40 にも 0-1 で敗

れ最終結果は 6 勝 5 敗の勝ち点 18

得失+2の 6位と昨年の 4位から順位

を落とす結果となりました。 

議長杯の 1 回戦はリーグ戦で 0-1

で敗戦している鎌倉四十雀との対戦

でした。当初ギリギリ 11人で試合に臨

むところ発熱で 1 名を欠き 10 名で挑

みましたが 0-2での敗戦でした。 

これで KSSL の今季日程はすべて

終了いたしましたが、横浜市リーグの

順位戦が 12月 21日（土）谷本公園で

実施されます。皆さま体調・スケジュ

ールの調整をお願いいたします。 

KSSL 全日程を無事終了することが

でき、メンバーの皆さま及びクラブに

は感謝いたします。 

【KSSL シニアリーグ登録締切】 

Over50 2025 年度の登録ですが、

12月 31日が締切になります。今年は

現在登録中の皆さま方の継続・移籍・

休部（退部）の確認をさせていただき

ます。 

新たに 40 歳・50 歳以上になる皆さ

ま方の新規登録は来年度の開幕まで

に順次行わせていただきたいと思い

ます。 

また、横浜市リーグ及びCompにつ
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きましては別途確認をさせていただき

ます。 

（瀬長 義男） 

 

ヨーガ 

【ベイスターズ優勝!! 】 

野球の話になりますが、今年は

DeNA ベイスターズが日本シリーズを

制して日本一となりました。 

知る人ぞ知る私は DeNA ベイスタ

ーズファンなので、優勝が決まってか

らは本当にうれしく、ウキウキした気分

で過ごすことができています。 

ヨーガの参加者の方々にも「優勝

おめでとうございます。」とお声掛けい

ただくことも数知れず（笑）そんなにベ

イスターズ押しの話をしてきたのかし

らとも思いますが、きっと察しの良い

皆様には私の気持ちはお見通しだっ

たのだと思います。 

11 月 30 日に行われた優勝記念パ

レードには 30 万人もの人が集まり喜

びに盛り上がった様子は沢山のメディ

アでも取り上げられていました。集ま

った人々だけでなくもっと多くのベイ

スターズファンも喜びに浸ることがで

きるのですから素晴らしいことだと思

います。 

いろいろと重たい気持ちになること

もある世の中です。これは常ともいえ

ると思います。でも、ベイスターズが優

勝することによって元気や勇気をもら

った人は沢山いると思います。 

私もヨーガのクラスの前後で悩みや

苦労を打ち明けてくださりお話を聞く

ことも少なくありません。直接の問題

解決となることを提供することは難し

い場合も多いです。でも、楽しく明る

い気持ちになれる、リラックスできる時

間や空間をご提供することはできま

す。 

これからも皆様の元気の素となれる

ようなレッスンをご提供したいという気

持ちを新たにしました。ベイスターズ

みたいに!! 

(伊藤 玲子) 
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